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１．はじめに 

国土地理院では，マルチ GNSS データに対応した

RINEX データ前処理ソフトウェア「RINGO」を開発し公

開した． 

近年の GNSS 衛星の増加により，GNSS データはより複

雑になりつつあるが，その前処理に利用できるソフトウェ

アは非常に限られている状況である．このような状況を踏

まえ，国土地理院では GPS，QZSS，GLONASS，Galileo等

のマルチ GNSS データに対応し，データ形式としても複数

の RINEXバージョン（RINEX 2.xx, 3.xx, 4.00）を扱うこと

ができるコマンドラインツールである「RINGO」を開発し

た．RINEX ファイル編集，品質チェック，クロックジャン

プ補正，電離層高次電補正，BINEX ファイル及び RTCM

ファイルの変換，RINEX ファイルの対話型ビューアなどの

機能を備えている． 

本発表では，RINGO の各機能の概要や，GNSS データの

品質評価結果を他の既存のソフトウェアで推定した結果と

比較した結果を紹介する． 

  

２．RINGOの機能 

今回開発した RINGO は，データ管理の自動化にも利用

が容易となるようコマンドラインツールとして開発した．

また，編集，品質チェック，クロックジャンプ補正，電離

層高次電補正，BINEX ファイル及び RTCM ファイルの変

換等の機能を有している．インターフェースにはそれぞれ

の機能の使い分けに便利なサブコマンド方式を採用してい

る．また本ソフトウェアの開発には Go 言語を用いており，

外部ライブラリに依存しないシングルバイナリとして運用

できる点も特徴である． 

それぞれの機能は以下のように呼び出される． 

 

$ ringo [command] [options] inputfiles > output 

 

ここで，command の部分でそれぞれの機能を指定し，続け

て inputfiles に RINEX ファイル等を指定する（主なコマン

ドは表１のとおり）．また RINEXファイルは zip, Z, gzで 

圧縮されたものもそのまま読み込みが可能である．また，

図１に示したのは RINEX ファイルの編集，品質チェック

の実行例である． 

 

３．結果とまとめ 

今回開発した RINGO により GNSS データの品質評価を

行ったところ，他の既存ソフトウェア，特に TEQC ソフト

ウェアで推定した結果と整合した結果が得られた．このこ

とからも，これまで TEQC ソフトウェア等を利用していた

ユーザーも RINGO へ移行することは容易であると思われ

る． 

RINGO は品質評価のみではなく，データ管理に必要な

編集機能等を備えており，これを用いることで，ユーザー

は複数のツールを組み合わせることなく，容易にマルチ

GNSS データの前処理を行うことができる．また RINGO

により，最新の RINEX フォーマットの普及にも貢献する

ことが期待できる． 

RINGO は，国土地理院のホームページで公開されてい

る．本ソフトウェアに関する意見，感想，不具合報告等も

歓迎する． 

 

（RINGO公開ページ） 

https://terras.gsi.go.jp/software/ringo/ja/ 

  

 

表 1：RINGOの主な機能とコマンド 

 

 

 

 

図１：RINGOのコマンド実行例 

 

 

 

 



 

 


